
春のやわらかな日差しを感じる季節になりました。卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうござい
はる ひ ざ かん き せつ そつぎょうせい みな そつぎょう

ます。巣立ちの春に、心からのエールを送ります。また、この１年を振り返りながら、ひのみね支
す だ はる こころ おく ねん ふ かえ し

援学校の一人ひとりが、まわりの人への思いやりやあたたかい言葉かけの大切さを心にとめ、
えんがっこう ひと り ひと おも こと ば たいせつ こころ

自分を大切に、そして周りの人を大切にする気持ちを忘れずに、それぞれの道を歩んでくれるこ
じ ぶん たいせつ まわ ひと たいせつ き も わす みち あゆ

とを願っています。本年度も、保護者の皆様には様々なＰＴＡ活動にご協 力いただきましてあり
ねが ほんねん ど ほ ご しゃ みなさま さまざま かつどう きょうりょく

がとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。
らいねん ど ねが

毎年開催される徳島県人権教育研究大会。今年度は「一人ひとりがみんなたいせつ～作品に託
まいとしかいさい とくしまけんじんけんきょういくけんきゅうたいかい こんねん ど ひと り さくひん たく

す願い～」という演題で児童文学作家である、くすのきしげのりさんが記念講演をされました。
ねが えんだい じ どうぶんがくさっ か き ねんこうえん

くすのきさんは、徳島県出身の小学校の先生だった方です。鳴門市図書館副館長を経て、現在
とくしまけんしゅっしん しょうがっこう せんせい かた なる と し と しょかんふくかんちょう へ げんざい

は児童文学作家としてご活躍なさっています。『おこだでませんように』や『ふくびき』等、み
じ どうぶんがくさっ か かつやく とう

なさんも一度は目にしたり、手に取ったりしたことがあるかもしれません。本校の図書室にも、
いち ど め て と ほんこう と しょしつ

くすのきさんの作品が多数あります。
さくひん た すう

講演の中で、くすのきさんが作品を書く理由について、次のように語られました。
こうえん なか さ く ひん か り ゆう つぎ かた

「バリアは私たちの心の中にある。いい作品（物語る力のある作品）を読むことは、その心
わたし こころ なか さくひん ものがた ちから さくひん よ こころ

の窓を開くことになる。だからこそ、『物語る力のある作品』をめざして書き続ける。」
まど ひら ものがた ちから さくひん か つづ

「『想像する力』『共感する力』が大切。私たち大人は『今どきの子どもは…』と言う前に、自
そうぞう ちから きょうかん ちから たいせつ わたし お と な いま こ い まえ みずか

らが環境（モデル）になって、子どもたちの相手の心を察する、 慮 る、推し量る、思いや
かんきょう こ あい て こころ さっ おもんぱか お はか おも

る心を育てていきませんか？」
こころ そだ

絵本を投影し、作品の１シーンを音読されながら語られる言葉に、じんわりと、でもずっしり
え ほん とうえい さくひん おんどく かた こと ば

と、くすのきさんの思いが心にしみました。
おも こころ

中学部は11月19日に交流及び共同学習がありました。小松島西高等学校勝浦校と
ちゅうがく ぶ がつ にち こうりゅうおよ きょうどうがくしゅう こ まつしまにしこうとうがっこうかつうらこう

植栽交流を行いました。パンジーの花をプランターに３つずつ一緒に植えていきまし
しょくさい こうりゅう おこな はな いっ しょ う

た。勝浦校の生徒さんから「上手だね」「すごいね」とたくさんの声をかけてもらった
かつ うら こう せい と じょう ず こえ

り、一緒に花をもって植えたりし、楽しいひとときを過ごしました。「水をあげて、大切
いっしょ はな う たの す みず たいせつ

に育てます。」とひのみね支援学校の代表からのあいさつに、他の生徒も嬉しそうにし
そだ し えんがっこう だいひょう ほか せい と うれ

ていました。花がたくさん咲く頃に、もう一度一緒に花を植えたことを思い出すことが
はな さ ころ いち ど いっしょ はな う おも だ

できるといいですね。
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